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平成 30 年 7 月 14 日（土）
～ 9 月 9 日（日）

開館時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　（入館は午後 4 時 30 分まで）
休  館  日　毎週月曜日
会　　場　特別展示室
入館無料

あなたと博物館は今号で「通算500号」になりました。
今後とも平塚市博物館をよろしくお願いいたします。
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回 月日 時間 内容
① 9 月 8 日（土） 10：00 ～ 12：00 ガイダンス・開講講座

② 9 月15 日（土） 10：00 ～ 12：00 分野別講座①生物

③ 9 月 22 日（土） 10：00 ～ 12：00 分野別講座②歴史

④ 10 月 6 日（土） 10：00 ～ 12：00 分野別講座③天文

⑤ 10 月13 日（土）10：00 ～ 12：00 分野別講座④民俗

⑥ 10 月 20 日（土）10：00 ～ 12：00 分野別講座⑤考古

⑦ 10 月 27 日（土）10：00 ～ 12：00 分野別講座⑥地質

⑧ 11 月 3 日（土） 10：00 ～ 16：00 野外実習：予備日11 月 4 日（日）

⑨ 11 月17 日（土）10：00 ～ 12：00 テーマ発表 / 成果発表に向けて

⑩ 12 月15 日（土）10：00 ～ 12：00 ポスター発表

⑪ 12 月 22 日（土）10：00 ～ 12：00 修了式・閉講講座

平塚学講座 受講生募集平成 30 年度
　今年度も平塚学講座を開講します。本講座は、平塚に住む人々が地域の主役として平塚のことを知り、地域について自

ら考えるためのきっかけにする、という考えのもとで例年行っている連続講座です。

　考古・歴史・民俗・生物・地質・天文の各分野ならではの視点から、平塚について多面的に知ることができれば、皆さ

んのまちを見る目がより豊かになることでしょう。

　講座は全11回で構成され、9月からほぼ隔週で実施します（下記スケジュール表をご覧下さい）。また、平成31年 2月

に開催予定の博物館文化祭で、展示や発表にも参加します。多くの皆さんの受講をお待ちしています。

申込：往復はがきに行事名、住所、
　　　氏名、電話番号を記入し申込。
　　　 8 月 26 日（日）消印有効。
　※全日程受講可能な方に限ります。

定員：50 人
　※応募多数の場合、平塚市在住 者優先
　　のうえ抽選。

参加費：無料

分野別講座 野外実習 博物館文化祭での受講生の成果発表

夏期特別展

「火星　～赤い惑星のひみつ」
関連行事この夏、とことん火星を楽しもう！

【申込制行事】
〇体験学習｢火星儀をつくろう｣　
　日時 ： 8 月 15 日 （水） 午後 3 時 30 分～ 5 時　　会場 ： 講堂

　対象 ： 小学校 3 年生以上　　料金 ：100 円　　定員 ：10 名

　参加 ： 往復はがきに行事名、 氏名、 住所、 電話番号を記入し、

　　　　　　8 月 6 日 （月） 当日消印有効で博物館まで申込

【自由参加の行事】
◎特別展展示解説　　

　日時 ： 8 月 11 日 （土）、 9 月 2 日 （日）

　　　　　各回午後１時～１時 50 分

　会場 ： 特別展示室

◎星を見る会　

　日時 ： 8 月 3 日 （金）、 10 日 （金）、 17 日 （金）、 9 月 7 日 （金）　

　　　　　8 月は午後 8 時～ 9 時 45 分、 9 月は午後 7 時～ 8 時 30 分

　会場 ： 屋上

◎記念講演会
  （１） 「火星探査の最前線」　　　　　　　

　　　日時 ： 8 月 4 日 （土） 午後 3 時 30 分～ 5 時

　　　会場 ： 講堂

　　　講師 ： 宮本英昭 （東京大学大学院工学研究科）

  （２） 「火星の将来探査技術 ： 火星航空機とその先」　   

　　　日時 ： 8 月 25 日 ( 土 )　午後 3 時 30 分～ 5 時

　　　会場 ： 講堂

　　　講師：大山聖 （宇宙航空研究開発機構）

◎プラネタリウム特別投影 「星空の古代史」
　　　日時 ： 8 月 5 日 （日） 午後 3 時 30 分～ 4 時 20 分

　　　会場 ： プラネタリウム

　　　講師 ： 栗山雄揮、 塚田健 （当館学芸員）

　　　料金 ： P.4 を参照
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イブニングミュージアムウィーク
8月7日（火）～ 12日（日）　

　"赤 " をテーマにした講演を行います。ぜひご来館ください。
　　講演日時：8月 7日（火）～ 12日（日）　
　　午後 6時～午後 6時 50分　（入館は午後 6時 30分まで）
　　場所：講堂　参加：自由
　　7日（火）「赤い石の伝承」（地質）　　　
　　8日（水）「宇宙は赤かった？－赤い光で満ちる宇宙－」（天文）　　
　　9日（木）「ギジカラーで写そう－赤外線撮影入門－」（天文）　　
　　10日（金）「相模国の赤烏－古代の瑞祥－」（考古）
　　11日（土）「村絵図の中の赤い線」（歴史）
　　12日（日）「赤色の呪力」（民俗）

　平塚市内で近年実施された墨染遺跡をはじめ５か所の発掘
調査で得られた資料を含めて、市内の発掘調査で近年出土した
考古資料を公開します。昨年度に指定重要文化財に指定された

「把手付き片口鍋他 真田・北金目遺跡群 18A 区（大久保遺跡）
3 号竪穴住居跡出土資料一括」もご覧いただきます。
　展示期間中には、昨年度の発掘調査状況を調査担当者が解
説する「平塚市遺跡調査・研究発表会」を開催いたします。

「第７回　平塚市遺跡調査・研究発表会」
　開催日時：８月２5 日（土）午後１時～午後４時３５分
　開催会場：教育会館３階　【事前申し込み不要　参加無料】 把手付き片口鍋（大久保遺跡）

会期：８月２３日（木）～９月５日（水）
平塚の遺跡寄贈品コーナー寄贈品コーナー

近年の発掘調査成果
平塚市社会教育課共催

   / ,
雑貨団シアトリカル・プラネタリウム mission.38　今年は火星！

＜上演情報＞
日　時：8 月 21 日（火）①午後 2 時 30 分～　②午後 6 時 30 分～　※公演時間は各 90 分程度
                ①の公演終了後のみ、20 分程度のアフタートークを予定しています。
観覧料：200 円（18 歳未満 65 歳以上無料）
申　込：8 月 7 日（火）午前 10 時より博物館まで電話申込
定　員：各回 60 人（先着順）

火星と　地球と　君との　カンケイ。
火星と地球。　地球人に紛れ込んだ火星人。　探査機と火星生物。
はじめての火星探検。　そして、いつか火星に住んだなら…？

「ウチュウ」＋「ドラマ」をコンセプトに、
独特なノリのコメディでプラネタリウムを立体的に駆け回る、雑貨団のシアトリ
カル・プラネタリウム。
今回は火星をテーマに、映像やプラネタリウムと
演劇が融合。アートのようなコメディのような小さ
な物語たちが降り積もり、きっとあなたも、火星
と地球のことをもっと好きになれます。
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博物館行事カレンダー8月 9月

　

　
○定員：70人　観覧料：200円（18歳未満・65歳以上無料）　
○観覧券をお求めのうえ、投影開始10分前までに３階にお越しください。
○全席自由席です。　○投影開始後のご入場・途中退出はできません。

☆プラネタリウム一般向け番組「火星人っているの？」（所要50分）
　内容 ： 火星には生きものがいるのでしょうか？　大昔にはいたのでしょうか？
　　　　　　そんな 謎をナオちゃんと一緒に解き明かしに行きましょう！　火星の
　　　　　　見え方や火星大接近のメカニズムについてもお話しします。
   投影日時 ： 8月26日(日)までの水 ・ 木 ・ 土 ・ 日曜日の午前11時 ・ 午後2時
　　　　　　　　　　（8月11日 （土）、 25日 （土） 11時を除く）

☆プラネタリウム特別投影「星空の古代史～国史に現れた火星」（所要50分）
　内容 ： 日本の古代の天文観測制度に触れつつ、 国史や貴族の日記等に記
　　　　　　録された火星の様子をプラネタリウムで再現します。
　 投影日時 ： 8月5日(日)午後3時30分

☆プラネタリウム幼児向け番組「ほしみるおじさん」（所要50分）
　内容 ： 宇宙のしくみをはじめてのお子さんにもわかりやすくお伝えします。
　 投影日時 ： 8月11日(土)、 25日 （土） 午前11時

【8月のプラネタリウム】

※予定は変更になる場合があります

☆ ： プラネタリウム投影日　　○ : 申込制行事　　　◎ : 参加自由　　　無印 : 年間会員制

プ ： プラネタリウム一般投影　特 ：特別展　寄 ：寄贈品コーナー展示　情 ：情報コーナー展示

8月の休館日：6日、13日、20日、27日

■夏期特別展火星～赤い惑星のひみつ　1頁参照

■寄贈品コーナー展示　（会場 ： 博物館1階　寄贈品コーナー）　
　◎「平塚空襲展」  
　　　　会期 ： 8月19日(日)まで
　　　　内容 ： 資料や写真から平塚空襲を紹介します。
　◎「平塚の遺跡」 　3頁参照
■情報コーナー展示　（会場 ： 博物館2階　情報コーナー）
　◎「博物館・美術館・中央図書館３館コラボレーション「赤の科学」展」  
　　　　会期 ： 9月9日(日)まで
　　　　内容 ： 自然科学における “赤” をテーマにした展示です。

【8月の展示】

プ 特 寄 情
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○ みんなで調べよう「ひらつか星空調査隊」プラネ
○ みんなで調べよう「セミのぬけがら調べ」野外

2 木
◎ 分光器を作ろう 情報コーナー前

☆
展示解説ボランティアの会 講堂

3 金
◎ 星を見る会 屋上

古文書講読会 講堂

4 土
天体観察会流星分科会 科学教室

☆地球科学野外ゼミ 科学教室
◎ 記念講演会「火星探査の最前線」 講堂

5 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆
◎ 特別投影「星空の古代史」 プラネタリウム

6 月 休館
7 火
8 水 ☆

9 木
古代生活実験室 科学教室

☆
○ 川原の石ころ図鑑を作ろう 野外（雨天時講堂）

10 金
◎ 星を見る会 屋上
○ 川原の石ころ図鑑を作ろう 科学教室

11 土
東国史跡踏査団 野外／講堂

☆
◎ 特別展展示解説 特別展示室

12 日 ☆
13 月 休館
14 火

15 水
裏打ちの会 科学教室

☆民俗探訪会 講堂
○ 体験学習「火星儀を作ろう」 講堂

16 木
◎ 赤い宝石を探し出そう 情報コーナー前

☆
展示解説ボランティアの会 講堂

17 金 ◎ 星を見る会 屋上
18 土 お囃子研究会 講堂 ☆
19 日 ☆
20 月 休館
21 火 ○ 雑貨団シアトリカル・プラネタリウム プラネタリウム
22 水 ○ みんなで調べよう「セミのぬけがら調べ」講堂 ☆

23 木
石仏を調べる会 講堂

☆
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聞き書きの会 特別研究室

24 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

25 土
地域史研究ゼミ 特別研究室

☆平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室
◎ 記念講演会「火星の将来探査技術」講堂

26 日
天体観察会定例会 講堂

☆
天体観察会太陽分科会初心者コース 特別研究室

27 月 休館
28 火 天体観察会太陽分科会 特別研究室
29 水
30 木
31 金

▲
イ
ブ
ニ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ウ
ィ
ー
ク
▼

プ 特 寄 情
1 土 ○ 自然教室「夕方の鳥たちを見よう」 野外 ☆ 国

際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
０
年

火
星
～
赤
い
惑
星
の
ひ
み
つ

平
塚
の
遺
跡

３
館
コ
ラ
ボ
「
赤
の
科
学
」
展

2 日
平塚の古代を学ぶ会 科学教室

☆
◎ 星空散歩 プラネタリウム
◎ 特別展展示解説 特別展示室

3 月 休館
4 火
5 水
6 木 裏打ちの会 科学教室

7 金
◎ 星を見る会 屋上

古文書講読会 講堂
お囃子研究会 講堂

8 土 ○ 平塚学講座 講堂 ☆

9 日
天体観察会流星分科会 科学教室

☆
◎ 浮沈子をつくろう 情報コーナー前

10 月 休館
11 火
12 水
13 木
14 金 古文書講読会 講堂 博

物
館
実
習
生
制
作
展
示

15 土 ○ 平塚学講座 講堂 ☆
16 日 ◎ 星空音楽館 プラネタリウム ☆
17 月
18 火 休館
19 水 民俗探訪会 大和市
20 木 古代生活実験室 科学教室
21 金 古文書講読会 講堂

22 土

東国史跡踏査団 野外／講堂

☆

ポ
ス
ト
特
別
展
「
火
星
～
赤
い
惑
星
の
ひ
み
つ
」

地域史研究ゼミ 特別研究室
平塚の空襲と戦災を記録する会 特別研究室

○ 平塚学講座 講堂

23 日
天体観察会定例会 講堂

☆太陽分科会初心者コース 特別研究室
地球科学野外ゼミ 野外（雨天時科学教室）

24 月 振替休日開館
25 火 天体観察会太陽分科会 特別研究室
26 水
27 木 石仏を調べる会 講堂

28 金
古文書講読会 講堂
聞き書きの会 特別研究室

29 土 お囃子研究会 講堂 ☆
30 日 ☆

■博物館・美術館・中央図書館 3 館コラボレーション企画展示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“ 赤 ” の科学 展

会期 ： 9 月 9 日 （日） まで　　　会場 ： 2 階情報コーナー
内容 ： 毎年恒例、 博物館 ・ 美術館 ・ 中央図書館の 3 館コラボレーション企画。
博物館では自然科学における “赤” をテーマにした展示を行います。


